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山形市のデジタルな取組（教育）

〇 市立小中学校（全51校）への電子黒板の配備
〇 すべての普通教室と、特別教室（体育館、理科室、音楽室、図工室、

美術室、技術室）に1台ずつ導入（約1,000台）
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電子黒板配備



山形市のデジタルな取組（教育）

〇 AI型教材「Qubena(キュビナ)」、
プログラミングソフト「ライフイズテック レッスン」、
特別支援教育ソフト「LITALICO(リタリコ)」 をそれぞれ導入
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Qubena(キュビナ) ライフイズテック レッスン LITALICO(リタリコ)
AI型教材 プログラミングソフト 特別支援教育ソフト

一人ひとりの習熟度に合わ
せて最適な問題を出題。

技術・情報、探求活動にも
利用可能なソフトウェア。

子どもの特性や困りの把握、
個に合わせた教材。

キュビナ使用イメージ リタリコによる子どもの特性分析

学習支援ソフトの導入



山形市のデジタルな取組（教育）

〇 心の健康観察アプリ「スクールライフノート」の導入
（令和６年１１月稼働開始）

〇 市立小中学校の全校に導入
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心の健康観察アプリ「スクールライフノート」の導入



山形市のデジタルな取組（教育）

〇 保護者連絡ツール「TETORU（テトル）」の導入
（令和６年１１月稼働開始）

〇 校務支援システムとの連携で管理効率化
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保護者連絡ツール「T E T O R U （テトル） 」の導入


